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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月18日(2010.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動き検出センサを用いて得られる装置の動きに関する動き情報に基づいて、撮像により
順次生成されるフレーム画像のうち第１のフレーム画像に対する幾何変換処理を行う幾何
変換手段と、
　前記幾何変換処理により得られた幾何変換画像と前記第１のフレーム画像よりも後に得
られた第２のフレーム画像との間での動きベクトルを検出する動きベクトル検出手段と、
　前記動き情報と前記動きベクトルをそれぞれ用いて、前記装置の動きの各動き成分に対
する防振パラメータを算出する防振パラメータ算出手段と、
　前記防振パラメータを用いて前記第２のフレーム画像又はこれよりも後に生成されたフ
レーム画像に対する変形処理を行って防振画像を生成する防振画像生成手段とを有するこ
とを特徴とする防振画像処理装置。
【請求項２】
　前記装置の動きには、少なくとも回転運動と並進運動に関する動きが含まれることを特
徴とする請求項１に記載の防振画像処理装置。
【請求項３】
　前記動き情報には、前記回転運動に関する動き成分が含まれ、
　前記回転運動のうち、水平方向への回転運動であるパンニングと、垂直方向への回転運
動であるチルティングに関する情報が少なくとも含まれることを特徴とする請求項２に記
載の防振画像処理装置。
【請求項４】
　前記防振パラメータ算出手段は、前記動き情報を用いて前記回転運動に対する前記防振
パラメータを算出し、前記動きベクトルを用いて前記並進運動に対する前記防振パラメー
タを算出することを特徴とする請求項２に記載の防振画像処理装置。
【請求項５】
　前記フレーム画像に含まれる、前記撮像用機器の光学系によって発生する幾何学的歪に
対応した画像歪成分を低減する歪低減処理を行う歪低減手段を有し、
　前記幾何変換手段は、前記歪低減処理を受けた後の前記第１のフレーム画像に対して前
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記幾何変換処理を行い、
　前記動きベクトル検出手段は、前記歪低減処理と前記幾何変換処理を行った第１のフレ
ーム画像と、前記歪低減処理を行った第２のフレーム画像との間での動きベクトルを検出
することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の防振画像処理装置。
【請求項６】
　被写体像を光電変換する撮像素子を用いて撮像を行う撮像系と、
　前記動き検出センサと、
前記撮像系により順次生成されるフレーム画像を処理する請求項１から５のいずれか１項
に記載の防振画像処理装置とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　動き検出センサを用いて得られる装置の動きに関する動き情報に基づいて、撮像により
順次生成されるフレーム画像のうち第１のフレーム画像に対する幾何変換処理を行うステ
ップと、
　前記幾何変換処理により得られた幾何変換画像と、前記第１のフレーム画像よりも後に
得られた第２のフレーム画像との間での動きベクトルを検出するステップと、
　前記動き情報と前記動きベクトルをそれぞれ用いて、前記装置の動きの各動き成分に対
する防振パラメータを算出するステップと、
　前記防振パラメータを用いて前記第２のフレーム画像又はこれよりも後に生成されるフ
レーム画像に対する変形処理を行って防振画像を生成するステップとを有することを特徴
とする防振画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明の一側面としての画像処理装置は、動き検出センサを用いて得られる装置の動き
に関する動き情報に基づいて、撮像により順次生成されるフレーム画像のうち第１のフレ
ーム画像に対する幾何変換処理を行う幾何変換手段と、前記幾何変換処理により得られた
幾何変換画像と前記第１のフレーム画像よりも後に得られた第２のフレーム画像との間で
の動きベクトルを検出する動きベクトル検出手段と、前記動き情報と前記動きベクトルを
それぞれ用いて、前記装置の動きの各動き成分に対する防振パラメータを算出する防振パ
ラメータ算出手段と、前記防振パラメータを用いて前記第２のフレーム画像又はこれより
も後に生成されたフレーム画像に対する変形処理を行って防振画像を生成する防振画像生
成手段とを有することを特徴とする。
　また、本発明の他の一側面としての防振画像処理方法は、動き検出センサを用いて得ら
れる装置の動きに関する動き情報に基づいて、撮像により順次生成されるフレーム画像の
うち第１のフレーム画像に対する幾何変換処理を行うステップと、前記幾何変換処理によ
り得られた幾何変換画像と、前記第１のフレーム画像よりも後に得られた第２のフレーム
画像との間での動きベクトルを検出するステップと、前記動き情報と前記動きベクトルを
それぞれ用いて、前記装置の動きの各動き成分に対する防振パラメータを算出するステッ
プと、前記防振パラメータを用いて前記第２のフレーム画像又はこれよりも後に生成され
るフレーム画像に対する変形処理を行って防振画像を生成するステップとを有することを
特徴とする。
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